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１． 研究目的 

本研究の目的は，第二言語習得理論に基づき，

効果的に英語スピーキング力を向上させるための

個別指導による英語スピーキング講座を構築し，

本学の英語教育に貢献することである．本研究で

はまず，これまでの第二言語習得研究の流れと言

語習得の認知プロセスを整理した．その上で，理

解可能なインプットを大量に与えることにより第

二言語習得は自然に促進されるとした Krashen

（1982, 1985）を中心としたインプット仮説（input 

hypothesis）を考察した．続いて，第二言語を使っ

た意味交渉（negotiation of meaning）の機会を多く

持つことにより，第二言語習得は促進されるとす

る Long（1983）を中心としたインタラクション仮

説（interaction hypothesis），さらにアウトプットの

重要性に焦点を当てた Swain（1985）を中心とした

アウトプット仮説（output hypothesis）について考

察した．第二言語習得を促すインプット，インタ

ラクション，アウトプットの役割，及び言語習得

の認知プロセスを理論的に検討したうえで，本学

で学ぶ学生のための，第二言語習得理論に基づい

た個別指導による英語スピーキング講座を構築し，

実施した． 

 

２． 研究実施内容 

 

2.1. 第二言語習得研究の流れ 

1960 年代後半以降，第二言語習得研究が盛んに

行われるようになった．そのきっかけとなったの

は Corder（1967）である（馬場・新田, 2016）．Corder

（1967）は，学習者の誤りこそが，第二言語習得の

発達段階を示す重要なヒントとなると述べ，error

と mistake を区別した．Mistake はつい口から出て

しまった一時的な誤りであるのに対し，error は学

習者の現在の能力に起因る発展途上の誤りである

と捉えた．学習者の error は mistake のような表面

的な誤りとは異なり，第二言語習得の発達段階を

知る重要な手掛かりになると考えた． 

1950 年代から 1960 年代は，構造主義

（structuralism）と行動主義（behaviorism）に基づ

いて，第二言語習得とは第二言語の構造を模倣す

ることによって習得すると考えられていた．した

がって，第二言語の習得では，第一言語の知識が

いかに転移（transfer）するかが問題とされた．これ

に対し Corder（1967）は error を第二言語習得の途

中で必然的に生まれるものと捉え，誤用分析（error 

analysis）の研究から，ビルトインシラバス（built-

in syllabus）があると考えた．ビルトインシラバス

は，学習者の内部に第二言語の習得順序が備わっ

ているとする考え方である．Corder（1967）のビル

トインシラバスは，指導面において教師中心

（teacher-centered）から学習者中心（learner-centered）

へと転換を促すきっかけとなった．Corder（1967）

の研究以降，認知的アプローチが主流となり，第

二言語習得研究を大きく発展させた（馬場・新田, 

2016）． 

認知的アプローチには，言語を他の能力とは異

なものと捉える Chomsky（1965）の生得主義の立

場と，第二言語習得も他の学習と同様であるとら

える立場がある．現在は後者の立場が第二言語習
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得研究の主流となっており，その代表的なアプロ

ーチが情報処理アプローチである． 

情報処理アプローチでは，インプットされた第

二言語が，気づき（noticing），理解（comprehension），

インテイク（intake），統合（integration）のプロセ

スを経て習得されることで，アウトプットできる

と考える（Gass, 1997; 2013; Gass et al., 2020）． 

インプット後の第二言語習得の最初のプロセス

が気づきである．大量の情報は，注意を向けられ

ることによってはじめて気づきが生まれ，短期記

憶（short-term memory）に保持される．2 番目のプ

ロセスは理解である．Gass（1997）は，理解には単

に意味だけを理解している浅い理解と，形式や機

能まで理解している深い理解があるとしている．

言語の形式，意味，機能の結びつきを把握してい

る認知プロセスは仮説形成（hypothesis formulation）

ともよばれている（Gass, 1997, 2013; 村野井, 2006）．

3 番目のプロセスであるインテイクでは，気づき，

理解したインプットを中間言語へと取り込むプロ

セスであり，理解の段階で形成された仮説を検証

（hypothesis testing）することになる．最後のプロ

セスである統合では，取り込んだ情報を長期記憶

（long-term memory）に保存する．気づきの段階で

短期記憶に保存された情報は，そのままではすぐ

に消えてしまう．理解し，インテイクされ，学習者

の中間言語（interlanguage）に組み込まれてはじめ

てアウトプットに活用ができる．効果的な第二言

語学習とは，このような認知プロセスを促進する

インプット，インタラクション，アウトプットの

機会をいかにして確保するかにかかっていること

になる（廣森, 2015）．以下，インプット，インタラ

クション，アウトプットの理論について考察する． 

 

2.2. インプット 

インプットとは，言語を習得するために学習者

が入力する言語データである．Krashen（1981, 1982, 

1985）は第二言語習得におけるインプットの重要

性を強調し，インプット仮説（input hypothesis）を

提唱した．この仮説では，理解可能なインプット

（comprehensible input）が第二言語習得を促すと考

えた．理解可能なインプットとは「i+1」で示され，

i は学習者がすでに習得しているレベルであり，

「+1」はそのレベルを少し超えたレベルを指す．

Krashen は，理解可能なインプットのみで第二言

語習得は可能であると主張し，インプットが第二

言語習得の必要十分条件であるとの立場をとった． 

インプット仮説の背景には，Chomsky の普遍文

法の影響がある．Krashen は母語習得と第二言語習

得のプロセスは同じであり，第二言語習得におい

ても，理解可能なインプットを大量に受け入れる

ことにより生得的な言語習得装置（ language 

acquisition device）が機能すると考えた．インプッ

ト仮説に対しては，アウトプットの必要性や，こ

の仮説の妥当性を実証的に検証できないなどの批

判はあるが，これらの批判は，いずれもインプッ

トの重要性を否定してはいない． 

Oller（1976）は，インプットを大量かつ継続的に

受けることにより，目標言語の予測文法（expectancy 

grammar）を習得できるとしている．先読みや行間

読みは，インプットを大量に取り組むことによっ

てはじめて身につく力である． 

さらにインプットは，自らの中間言語と目標言

語の間にあるギャップに気づくのにも役立つ．イ

ンプットは，現状の言語知識である中間言語と目

標言語とのギャップを認識すると共に，そのギャ

ップうめる役割を果たすという意味で第二言語習

得を促進するといえる（廣森, 2015）． 

効果的に第二言語習得をするためには，インプ

ットの質を高める必要がある．先にも述べたとおり，

インプットされた情報に気づき，その気づきにより

認知プロセスがはじまる．気づきを意図的に促す方

法としては，インプット強化（input enhancement）

やインプット洪水（input flood）がある．これらは

学習者の注意を重要な言語形式に向けるなどの方

法である．（Doughty, 1991; Izumi, 2002; Sharwood 

Smith, 1993）． 

 

2.3. インタラクション 

1980 年代後半に，アウトプットや意味交渉に焦

点を当てたインタラクション研究が多くされるよ

うになってきた．意味交渉とは，会話において相

手の言っていることが理解できなかった場合，確

認チェック（confirmation check）や明確化要求

（clarification request）をとおして，相互理解に向け

て会話の修正を行うことである（JACET SLA 研究

会, 2013）．意味交渉で取り上げられた言語形式が，

実際のアウトプットでどのように反映されている

かに関する研究もおこなわれるようになった

（Gass & Varonis, 1994; Pica 1988）． 

インタラクションは，インプットとアウトプッ

トにかかわる言語処理プロセスとして必要不可欠

である．インタラクション仮説を提唱した Long
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（1983）は，はじめは学習者がやり取り（negotiation）

を通して得られた修正されたインプット（modified 

input）が第二言語習得の必要十分条件としていた．

しかし，理解されたインプットが必ずしも習得さ

れるとは限らないことから，理解されたインプッ

トは，言語能力やワーキングメモリの容量などの

内容的要因である認知的フィルターと相互作用し，

学習者の注意が向けられたもののみがインテイク

され，習得が促進されると訂正した（Long, 1996）．

すなわちインタラクション仮説は，コミュニケー

ションに支障が出た場合，問題を克服するために

インタラクションが意味のあるやりとりとして生

じるとするものである（髙島, 2011）． 

インタラクションが認知プロセスにおける理解

とインテイクを促進することに関しては疑問を持

つ研究者はいない．インタラクションの機会を多

く作り出すうえで，ロールプレイやインフォーメ

ーションギャップといったペアワークやグループ

ワーク活動は有効である（廣森, 2015）．Long & 

Porter（1985）は，ペアワーク，グループワークの

意義として，（1）言語使用の機会を増やす，（2）学

習者の対話の質を改善する，（3）個別指導を促進

する，（4）情緒的に安心できる雰囲気を作り出す，

（5）学習者の動機づけを高める，と指摘している． 

 

2.4. アウトプット 

第二言語習得理論研究におけるアウトプットは，

学習者が産出する言葉である（VanPatten, 2003）．

Levelt（1989）は，言語の産出には複合的な段階が

あるとし，言語産出モデル（語彙仮説モデル：

lexicalist hypothesis model）を提唱した．このモデル

は，概念化装置（conceptualizer），形式化装置

（formulator），調音装置（articulator）という 3 つの

中心となる機構から構成されている． 

発話しようとするメッセージが生じると，概念

化装置ではどのような情報を産出すべきかを選択

したり，情報伝達の順番を決めたりする．そこで

言語前メッセージ（preverbal message）が生成され

る．次に言語前メッセージが形式化装置に転送さ

れ，文法コード化（grammatical encoding）と「音韻

コード化」（phonological encoding）が行われる．こ

の 2 つの過程は，語彙目録（lexicon）から貯蔵さ

れている言語知識を検索し言語を構築する．まず

文法コード化では，語彙目録からレンマ（lemma）

が検索され，文法の組み込みが行われる．そこで

表層構造（surface structure）が生成される．さらに

音韻コード化では，形成された語彙・文法表象に

対応する音韻情報を検索し，文の音韻表象が形成

される．このように頭の中で描かれる内在的発話

（internal speech）が生成される（常・松見, 2019）． 

Levelt（1989）の言語産出モデルは第一言語に関

するものである．第二言語産出においては，これ

らの過程に第二言語の言語形式を適切に選択しよ

うとする過程が加わるため，第二言語の産出過程

はより複雑になる（村上, 2011）． 

Swain（1985）は，カナダにおけるイマ―ジョン

教育の実践から第二言語習得には理解可能なアウ

トプットが必要であるとし，アウトプット仮説を

提唱した（Swain & Lapkin, 1995, 2002）．Swain（1985, 

1993, 1995, 2005）は，発話の正確さを高めるアウ

トプットの機能として，気づき・きっかけ機能

（ noticing/triggering function ），仮説検証機能

（ hypothesis-testing function ），メタ言語機能

（metalinguistic function）をあげている．アウトプ

ットの必要性や重要性については，Kuhl, Tsao, & 

Liu（2003）や Karpicke & Roediger（2008）でも報

告されている． 

第二言語習得の認知プロセスやスピーチプロダ

クションの自動化を促すためには，アウトプット

の量は不可欠ではあるが，アウトプットの質もと

ても大切である．Johnson（2008）も指摘している

通り，アウトプットの質を気にしない指導をして

しまうと化石化（fossilization）が起きてしまう．化

石化とは，ある特定の言語項目や規則が一旦誤っ

て習得されてしまうと，その誤用がそのまま定着

してしまうことである．アウトプットする際は，

言語の特徴への気づきを促すだけでなく，気づい

た言語情報がどのような形式でどのような機能を

果たすのか，すなわち仮説生成をし，その仮説を

検証する機会を十分に持つ必要がある（廣森 , 

2015）． 

 

３． まとめと今後の課題 

本研究では，これまでの第二言語習得研究の流

れと言語習得の認知プロセスを整理した．その上

で，Block（2003）が IIO（Input-Interaction-Output）

モデルとよぶインプット仮説，インタラクション

仮説，アウトプット仮説について考察した．英語

スピーキングに習熟するためには，気づき，理解，

インテイク，統合という英語習得の認知プロセス

をいかにスムーズに行うことができるかにかかっ

ている．このプロセスを効率的に促進するために，
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理想的なインプット，インタラクション，アウト

プットに関する実践研究が必要となる． 

本研究では，第二言語習得理論に関する研究に

多くの時間を割いたことにより，英語スピーキン

グ講座は本学の英語教育研究所の講座として構築

し，実施することはできたものの，実践研究が不

十分となってしまった．もちろん十分な第二言語

習得理論研究は英語スピーキング講座構築の必須

条件であるため，多くに時間を理論研究に費やす

のはやむを得ないことではあるが，今後は英語ス

ピーキング講座の実践をとおして，認知プロセス

を促進するインプット，インタラクション，アウ

トプットの質と量いう視点からの英語スピーキン

グ力育成の効果的なシラバスの作成と，それに基

づく指導法の検討，教材の開発といった実践研究

を行っていく必要がある． 
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